
2018年 6月 7日

北九州産業学術推進機構 × 西日本シティ銀行

第 3 回「NCB IT ビジネスセッション」の開催について 

西日本シティ銀行（頭取 谷川 浩道）は、最新の IT情報やビジネスモデルを提供する、第 3回「NCB 
ITビジネスセッション」を公益財団法人北九州産業学術推進機構との共催で、北九州地区では初めて
開催しますので、お知らせします。

当行は、今後も引き続き、新しい時代を担うベンチャー企業・先駆的な技術の発掘や新分野進出を

目指す企業・投資家の皆さまに、良質なビジネスが創出できるようサポートし、地域経済の活性化に

貢献してまいります。

記 

■ 概要 

日 時 2018年 8月 8日（水）16：00～19：30（受付開始 15：30）

会 場
西日本 FH北九州ビル 7階大セミナールーム
（北九州市小倉北区鍛冶町 1-5-1）

内 容 

（予定）

１．講演「ベンチャー企業との新しいビジネス創出の可能性」 

講師：株式会社 YK STORES 代表取締役社長 
   北九州産業学術推進機構 主幹研究員  吉田 一直 氏 

２．IT 企業によるプレゼンテーション 

①株式会社ブラックハンド
『基幹業務から社内ノウハウ構築へ～AIが提案するカイゼン』
②リンクソフトウエア株式会社
『地域密着！中小企業を全力で応援する街のシステム屋さん』 
③有限会社 BOND 
『動画によるコミュニケーション AI「Smartavatar®」』
④株式会社クアンド
『地方産業・旧態産業の生まれ変わりを支援する
～北九州らしいベンチャー企業を目指して～』

３．質疑応答 

４．交流会

定 員 80名（先着順）※定員に達し次第、申込受付終了といたします。

申込方法
ご案内チラシの参加申込書欄に必要事項をご記入のうえお取引支店へご提出、

または FAX・E‐mailにてリテール営業部ビジネスローン営業室にお申込みください。

申 込 先
西日本シティ銀行 リテール営業部ビジネスローン営業室

FAX：092-476-2255 E-mail：b-support@ncbank.co.jp

申込締切 2018年 8月 3日（金）

参 加 費 無料

主 催 株式会社西日本シティ銀行・公益財団法人北九州産業学術推進機構 

後 援 株式会社シティアスコム・株式会社 NCBリサーチ＆コンサルティング 

以 上 
本件に関するお問い合わせ先

リテール営業部ビジネスローン営業室 山口・寺﨑
TEL092-461-1845 FAX092-476-2255 



以下のいずれかでお申込みください。 

①幣行担当者へ本書をご提出ください。  ②下記の宛先まで FAX にて本書をご提出ください。 

③Ｅ-mail にて下記の必要事項をメール本文に記入のうえ送信ください。  

西日本 FH

北九州ビル

7 階

日 時 

会 場 

講 演 

定 員 

登壇企業

2018 年 8 月 8 日（水）16：00～19：30 (15：30～受付)

西日本 FH 北九州ビル 7 階

北九州市小倉北区鍛冶町 1-5-1   

『ベンチャー企業との新しいビジネス創出の可能性』 

株式会社 YK STORES 代表取締役社長

北九州産業学術推進機構 主幹研究員 吉田 一直氏

80 名

詳細については裏面をご参照ください。

①株式会社ブラックハンド 『基幹業務から社内ノウハウ構築へ ～ AI が提案するカイゼン』     

②リンクソフトウエア株式会社 『地域密着！中小企業を全力で応援する街のシステム屋さん』    

③有限会社 BOND 『動画によるコミュニケーション AI「Smartavatar®」』

④株式会社クアンド     『地方産業・旧態産業の生まれ変わりを支援する ～北九州らしいベンチャー企業を目指して～』

株式会社シティアスコム

株式会社 NCB リサーチ＆

コンサルティング

後 援 

参加費 無料

参加申込方法 

参加申込書

貴社名
お取引支店
（※注）

ご担当者さま
当日の
ご参加人数

電話番号 e-mail

ご興味のある企業

※注　当行とのお取引がある場合ご記入ください。

ご住所

①　　　　②　　　　③　　　　④　　　

申込期限：2018年8月3日（金）17：00
※上記に関わらず、定員に達した場合は締め切らせて頂きます。

〒

本申込書にご記入頂きました個人情報は、本イベント申込受付管理事務及びイベント開催前後の申込者様への連絡に利用いたします。

×

主 催 

共 催 

株式会社西日本シティ銀行

公益財団法人北九州産業学

術推進機構

西日本シティ銀行は、最新のIT情報やビジネスモデルを提供する、第3回「NCB ITビジネスセッション」を開催します。今回は北

九州産業学術推進機構との共催で、北九州地区では初めての開催です。IT ベンチャー企業のプレゼンテーション聴講後、登壇企

業との交流会を開催します。IT ベンチャー企業とのビジネス創造の機会となれば幸いです。是非、お気軽にご参加ください。

■お問い合わせ・お申込先 

西日本シティ銀行リテール営業部 ビジネスローン営業室 山口 

TEL 092-461-1845 FAX 092-476-2255
E-mail b-support@ncbank.co.jp 

15:30～16:00 受付 （名刺をお持ちください）

16:00～16:10 開会の挨拶

16:10～16:40 講演『ベンチャー企業との新しいビジネス創出の可能性』

16:40～18:30 ITベンチャー企業によるプレゼンテーション

18:40～19:30 交流会

当日のスケジュール



【登壇企業一覧】

設立 2014年2月

本社所在地 北九州市小倉北区浅野

沿革

2014年　設立。建設業支援システム「Const」を完成
2014年　北九州市支援企業として認定されAIMビル（西
日本総合展示場ビル）に入居
2015年　Microsoft社とNTTテクノクロス（旧NTTIT）で三
社契約を結び、クラウドサービスを開始
2017年　ミロク情報サービス社とパートナー契約締結
2018年  約500ユーザー様で「Const」を運用

提携したい
業種

建設業、プロジェクト管理をしている企業、販売代
理店、IT関連企業

設立 2007年4月

本社所在地 北九州市小倉北区吉野町

沿革

2007年 設立。主に業務系システム開発事業を開始
2008年 特定派遣事業者登録
2015年 本店登記を小倉北区木町より、小倉北区吉野町
に移転　資本金を1000万円に増資
2016年 FA系のシステム開発事業を開始
2018年 中小農家応援ツール「えいのうのいえ」リリース

提携したい
業種

製造業・運送業を中心とした地元中小企業、農業
関係企業、IT関連企業

設立 1950年9月

本社所在地 北九州市小倉北区西港町

沿革

1950年 古川章（父）が有限会社古川写真印刷　創業
2006年 古川ひろ美が代表取締役に就任　「有限会社
BOND（絆）」に改名
2013年 第13回米国MIT日本分科会ビジネスフォーラム
ジャパン優秀賞（1位）
2014年 キャロラインケネディ駐日大使表彰
2016年 北九州発！新商品創出事業「北九州市トライア
ル発注認定商品」に認定
2017年 福岡ベンチャーマーケット大賞2017年 特別賞

提携したい
業種

商社、クラウド・データセンター運用会社、機器開
発・AI開発メーカー、障がい者就業支援施設事業
主

設立 2017年4月

本社所在地 北九州市八幡東区高見

沿革

2017年4月　北九州市にて創業
2017年5月　東京オフィス開設
2018年2月　ひびきの学研都市に研究ラボ開設

事業内容：IoT/AIなど最新テクノロジーを活用した事業
開発・システム開発

提携したい
業種

製造業、農林水産業、小売業、金融業など労働集
約型・アナログ作業からの脱却を図りたい企業

①株式会社ブラックハンド 『基幹業務から社内ノウハウ構築へ ～ AIが提案するカイゼン』

『地域密着！中小企業を全力で応援する街のシステム屋さん』②リンクソフトウエア株式会社

建設業やプロジェクト管理の業務でお困りごとは、Constが必ず解決します。
見積や実行予算、工程管理、職人配置、請求、入金、発注、支払など工事やプロ
ジェクト管理にかかわるすべての業務を支援します。
クラウド型に対応しており、遠隔地からの操作、マルチデバイスにも対応していま
す。
しかも、弊社Constは単なる工事（プロジェクト）原価管理システムではありませ
ん。日々の業務をシステムに入力するだけで、会社としてのノウハウを構築する
ことができる、「社内ノウハウ構築ソフト」です。
主に、【１】利益アップ、【２】納期厳守、【３】品質向上が図れます。
将来的にはAIを搭載し、システムが改善提案するシステムを提案します。

④株式会社クアンド
『地方産業・旧態産業の生まれ変わりを支援する
～北九州らしいベンチャー企業を目指して～』

企業理念である「お客様。地域社会。社員。」を大切にしながら、主に福岡・北九
州近郊のお客様に、業務系・FA系システムを提供しております。
ちょっとしたITツール作成からロボット開発まで、多種多様なシステム開発に対応
可能です。
コンサルティングを含む上流工程を得意とするメンバーが多く、お客様のご要望
の目的、目標となる効果を考慮した提案ができることが特色となっております。

北九州の産業基盤である「モノつくり」は大きな転換期を迎えています。技術者の
高齢化、人手不足、後継者不在などのマイナス要因と、AI/IoTなどの技術進歩、
グローバル市場の成長などのプラス要因が複雑に組み合わさり、地方産業・旧
態産業はこれまでの延長線上だけで生き残ることが難しくなっています。
弊社は「産業のアップデート」を企業理念に、個別企業が持つ「課題」に対してAI,
IoT, MRなどテクノロジーを活用して、「今の時代だからできる新たな企業価値の
創造」を支援します。
「危機感はあるが何から始めて良いのか分からない」「AI/IoTの導入に関して社
内に詳しい人材がいないのでサポートが欲しい」など、地元企業の伴走IT企業と
して未来の産業創造をお手伝いします。

③有限会社BOND 『動画によるコミュニケーションAI「Smartavatar®」』

独自のAI(※1)を活用し、簡単迅速に動画コンテンツを作成･配信･双方向対話を
実現する、動画による伝達ツール「スマートアバター®シリーズ」を開発。47カ国
語機械翻訳連携から文字読上げ機能まで搭載し、利用者は極めて簡単迅速に
動画コンテンツが作れます。（ 日米中韓台特許取得済）
商品説明・情報案内・e-ラーニング・訪日外国人対応・音声メッセージ・デジタル
サイネージ・インターネット動画・SNS広告などで活用され、業務の効率化・動画
コンテンツの需要・情報周知・意思疎通の課題解決に応えています。
今後は、海外市場も視野に入れ、万人にBtoBからCtoCまで動画によるコミュニ
ケーションを普及させていきます。
※１：音声や文字から「人の感情（心）」を解析類型とスマートアバター®の演出表
現を突合することで、スマートアバター®の表情や仕草・演出効果を実現。


